
県職員が直接出向いて分かりやすい説明を行う｢とちぎ県政出前講座｣をぜひご活用ください。教育、福祉、産業、くらし、環境のことなど191の講座があります問県広報課☎028-623-2192

女性が
もっと輝くとちぎへ

女性が
もっと輝くとちぎへ

わたしらしく、生きる生
多様化する現代社会において、男女が共に個性と能力を発揮できる
環境の整備は重要な課題です。今回は、本県で活躍する女性や働きや
すい環境づくりを行っている企業を県の取組とともにご紹介します。

　女性が地域や働く場で生き生きと活躍できる環境が整う
と、人口減少が進む中でも社会に活力が生まれ、男性にとっ
ても暮らしやすい社会になると言われています。
　働く女性が増える中で、多くの女性が直面する課題が、仕
事と家庭の両立です。本県では、「男性は外で働き、女性は家
庭を守るべき」という固定観念が解消されつつありますが､県
民の約7割が｢男女平等ではない｣と感じています。
　誰もが自分らしい生き方や働き方ができる社会の実現のた
め、引き続き一人ひとりの意識改革が求められています。

　さまざまな分野で活躍している5人
の女性をご紹介。これまでの歩みや
仕事のやりがい、苦労したことなど
についてお聞きしました。皆さんが、
なりたい自分への一歩を踏み出す
“きっかけ”となりますように。

Q1. 今の仕事に携わろうと思ったきっかけ、動機は何ですか。
Q2. 仕事でやりがいを感じるのはどんな時ですか。
Q3. 仕事をする上で大変なことや苦労したことを教えてください。
Q4. 後輩女性へメッセージをお願いします。

県内で活躍する
女性たち

出典：Ｈ26男女共同参画に関する県民意識調査（県人権・青少年
男女参画課）、Ｈ29・Ｒ2県政世論調査（県広報課）

｢男性は仕事、女性は家庭｣という考え方は… 「男女平等ではない」と感じる県民が約7割• 女性の活躍＝男女が共に輝く社会の実現
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“社員の幸せを通じて社会に貢献する”
という思いを大切に

竹澤
 尚美 さん

竹沢建設株式会社
取締役
とちけん小町魅力向上
委員会 会長

“何事も経験” 「今」と向き合ううちに､
少しずつ自信が付いてくるもの

豊島
 香折 さん

株式会社けんちくや前長
二級建築士
とちぎの木を活かす女子
の会 木輪 会長

食卓を笑顔で囲む1つのエッセンスに
なるようなトマトを作りたい

長嶋
 絵美 さん

絹島グラベル
ゼネラルマネージャー

地域みんなで子育てをしていく
環境を作りたい

松本
 真由美 さん

子育て情報誌
｢TOCHICO日和｣の編集･
発行などの地域活動を行っ
ています

謙虚さと相手に寄り添う気持ちを大切に
“チャレンジ”を怖がらないで

A1.“食”は人にとって必要不可欠。皆さんが日々の生活を送
る中で、自分に合った健康的な食べ方を気軽に相談できる場
をつくりたいと考え､フリーランス管理栄養士になろうと思
いました。
A2.幅広い分野に仕事の場を広げることができ､そこに管理
栄養士が関わることでより良くなることを肌で感じられると
きに達成感を感じます。
A3.常に自身の健康管理には気を使います。子どもが小さい頃は、子どもが病気をした
ときでも仕事を休めないことが一番つらいと感じました。
A4.どのような状況に置かれても､そこで新しい発見があるから､人生は楽しい｡今は
「ない｣ものでも､｢あったらいい｣と思うものは､自分で切り開いて作り出せばいいのです｡

A1.妊娠・出産・子育ては女性にとってそれまでと全く異なる
人生の始まり。地元・栃木市のママさんたちの子育てライフを
応援したいと思いました。
A2.｢こんなイベントを待っていた｣｢TOCHICO日和を愛読して
いる｣と聞くととても嬉しいです。活動を始めて5年が経ち､子育
て世代代表として役割を頼まれることも｡子育て･仕事･ボラン
ティアの両立は大変ですが､やりがいがあります。
A3.フリーペーパーの継続には､営業活動が不可欠。子どもの成長などでボランティア
の方も変わることがあるため､常に関わる方々との関係づくりを大切にしています｡
A4.新しい活動は、結果はすぐ出なくとも、人との縁やつながりを大切にし、信念を持っ
て進むことが大切だと思います。

A1.ママ友に誘われて「とちぎ農業女子プロジェクト」に参加
し､同世代の女性がそれぞれ夢を持って頑張っている姿に感
銘を受けて､就農を決意しました。
A2.農業は自分の発想をすぐにカタチにできるクリエイター
のような一面があると思います。自身の地域で生産が少な
かった「中玉トマト」に着目し､試行錯誤を重ね栽培方法を確
立。中玉トマトの魅力を多くの人に伝えています。

A3.自然が相手の仕事なので、近年の異常気象による栽培への影響は大きいです。夫と
話し合いを多く持って、情報を共有し、解決策を導き出しています。
A4.農業はとてもやりがいのある仕事。子どもに親が仕事をしている姿を見せられる
ことや、子ども中心に生活ができることも魅力の一つです。

A1.地域材を活用した家づくりをしていた家業を手伝い始め
たのがきっかけ。実際に現場を見学に行く機会もあり､その魅
力に引き込まれました｡
A2.設計はお客さまとのやり取りがあってこそ｡ご要望はも
ちろん､そこの環境や条件､将来の暮らしなど考えれば限りが
ないほどです｡その中で､私たちの想いの詰まったご提案を喜
んでいただけた時はとても嬉しいです。

A3.現場に行くこともありますが、重労働などは男性が代わってくれますし、お互い
助け合えるので、困ったことはありません。
A4.周りと比べて不安になったり、何かに迷ったりすることもあると思いますが、そ
んな時間も将来の糧になります。何事も経験だと思います。

A1.両親の力になりたいと思い今の会社に転職しました。
A2.「成果が目に見えてわかる」ことが魅力だと思います。災
害対策や復興支援などでは社会と人々の役に立っている実感
が得られ、とてもやりがいを感じます。
A3.入社後､女性だからといって事務員であることに疑問を
感じ始めました｡経営者の立場として､現場だからこそ分かる
社員の苦労や葛藤を知りたいと思い､経営に携わるだけでな
く現場監督になろうと決意しました。
A4.男性社会と言われている建設業界ですが、互いの業務を支えながら皆と協力して
大きな仕事を成し遂げられる、魅力ある業界です。女性が仕事と家庭を両立して活躍
していける業界づくりに真剣に取り組んでいきたいです。

類家
 万里 さん

管理栄養士
公認スポーツ栄養士
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社会全体の中での男女の地位の平等感

男性の方が
優遇されて
いる女性の方が優遇

されている1.4

無回答1.9わからない

平等に
なっている

どちらかと
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どちらかといえば
女性の方が優遇
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出典：Ｒ2県政世論調査（県広報課）

｢男は外で働き、女は家庭を守るべきである｣
という考え方に賛成の割合の推移
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栃木県の人口〔10月1日現在〕1,932,091人（前月比722人減）世帯数802,576世帯（前月比244世帯増） 読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
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